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働き方アンケート調査レポート Vol.1
～出社とオフィス満足度～

出社頻度とオフィス環境に対する満足度
柔軟性のある働き方で高い満足度

三幸エステートがオフィスワーカーを対象に行った働き方アンケート

調査によると、出社頻度が週5日以上や1日未満の人に比べ、

週1～3日程度の柔軟性のある働き方の方がオフィス環境に対す

る満足度は高い傾向にある。

出社頻度が0日（フルリモート）と答えた人は「非常に満足」と

「非常に不満」の割合がどちらも高く、オフィス環境に対する満足

度の個人差が大きいことがわかる。

図表1

出社頻度の実際と理想
77%のオフィスワーカーが在宅勤務を希望

オフィスワーカーの55%が「週5日以上」の頻度でオフィスに出社し

ている一方で、理想の出社頻度について「週5日以上」と回答し

たのは23%に止まり、77%が在宅勤務を望んでいる。週1日の出

社すら希望しない層（「週1日未満」＋「週0日」）も計21%と、

相当数存在する。

図表2

出社理由の上位3位は、「オフィスでしかできない業務内容だか

ら」「規定で出社が義務付けられているから」「オフィスでしか利用

できない機器や資料を利用するため」で、いずれも30%を超え、4

位以下に10ポイント以上の差をつけている。

現状ではオフィスワーカーの出社動機は制度や業務制約が主で

あり、あくまで「出社しなければならないから」出社している、義務

的な側面が強いと言える。

出社の理由
制度や業務上の制約が上位を占める 図表3
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出社の理由図表3

Q あなたが出社する理由としてあてはまるものをすべてお選びください。
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新人・若手の指導・育成のため

会社への帰属意識や一体感を感じられるから

周りがみんな出社しているから

自宅の業務環境が不十分だから

取引先との対面での商談、打合せのため

自宅では集中できないから

社内の特定の相手との対面での会議・相談のため

同僚や上司・後輩との雑談・相談のため

出社した方が仕事をするスイッチが入るから

オフィスでしか利用できない機器や資料を利用するため

規定で出社が義務付けられているから

オフィスでしかできない業務内容だから
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※端数処理の都合上、グラフの数値の合計が100%にならない場合があります
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出社頻度の実際と理想図表2
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Q あなたは現在、どのくらいの頻度で勤務先オフィスに出社して
 いますか。【実際の出社頻度】についてお選びください。また
 【理想の出社頻度】について、あてはまるものをお選びください。
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出社頻度とオフィス環境に対する満足度図表1
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出社頻度を増やしたい 乖離なし 出社頻度を減らしたい

働き方アンケート調査レポート Vol.1 ～出社とオフィス満足度～

0.5

通勤時間とオフィス環境に対する満足度
長時間通勤で満足度低下

オフィス環境に対する満足度は通勤時間にも依存する。通勤時間が45分を超え

るとやや不満度が高まる傾向にあり、90分を超えると「やや不満」「不満」「非常に

不満」の合計が30%を上回る。ただし、満足度は出社頻度とも密接に関連するた

め、出社頻度が低ければ、長距離通勤による不満を和らげることが期待できる。

図表5

出社頻度の理想と実際の乖離
男性30～40代、女性20～50代で出社頻度を減らしたい人が半数

出社頻度の理想と実際の乖離は年代や性別によってやや傾向が異なり、男性は30～

40代、女性は20～50代で出社頻度を減らしたい人が半数以上を占める。子育て世

代を中心に、柔軟に働ける環境を求める声が多いことを反映しているとみられる。また、

僅かではあるものの、出社頻度を増やしたい人も一定数いることが読み取れる。

図表4

通勤時間とオフィス環境に対する満足度図表5

出社頻度の理想と実際の乖離図表4

規定上、オフィスへの「原則出社」を求める企業は51％と約半数を占めている。ま

た、リモートワークを容認する企業でも出社日数に関して明確に規定を設けている

企業が多い傾向にある。通勤時間は31～60分が50％、61～90分が21%を占め

ており、平均通勤時間は55.6分だった。通勤手段は9割以上が鉄道であり、自転

車やバスを用いるオフィスワーカーもいるが、それぞれ1割にも満たない。

出社に関する統計
出社規定・通勤時間・通勤手段 図表6

参考資料

ハイブリッドワークが浸透した中で、オフィスワーカーが主体的に働き方を選べる環境が

求められている。事業者が強制的に出社頻度を決める形態は従業員の満足度を下

げるリスクがある。出社回帰と優秀な人材の獲得、従業員エンゲージメントの向上を

いずれも満たすためには「柔軟に働ける環境」と「自ら出社したくなるオフィス」の整備が

ますます重要になるだろう。

ア ナ リ ス ト の 視 点

調査概要

実施期間 ：2025年12月2日（火）～12月5日（金）

調査方法 ：Webアンケート調査

調査対象 ：一都三県在住かつ東京23区内に通勤するオフィスワーカー 3,000名

調査協力 ：筑波大学 不動産・空間計量研究室

出社に関する統計図表6

原則出社

出社推奨だが、日数の規定はない

ハイブリッドワーク（出社・リモートワーク日数の規定あり）

ハイブリッドワーク（出社・リモートワーク日数の規定なし）

リモートワーク推奨だが、
日数の規定はない

原則リモートワーク

出社規定 通勤時間

～15分

～30分

～45分

～60分

～90分

～120分

～180分

Q あなたの自宅から勤務先のオフィスまでの
 所要時間はだいたい何分くらいですか。

Q あなたの勤務先オフィスの出社日数の規定につい
 て、あてはまるものをお選びください。
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